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 要  旨 
交通事故を減らすための運転支援システム技術として、ITS(Intelligent Transport System) 車
車間通信の利用が期待されている。ITS 車車間通信とは、各車両から位置情報や状態を同報送信
する事によって事故を防ぐ技術である。この技術の実現に向けて、運転支援システム専門委員会
では通信仕様の検討と標準化活動を進め、実験用ガイドライン(RC-006 1.0版)がまとめられた。 
実験用ガイドラインでは、車車間通信のアクセス方式として CSMA/CA方式の利用を検討して
いる。CSMA/CA 方式は、無線 LAN の規格である IEEE802.11 などで採用されており、搬送波
の検出と衝突回避を行うことが利点として挙げられる。しかし、隠れ端末問題による混信や、端
末数の増加による送信遅延が発生する恐れもある。車車間通信が、安全運転支援システムとして
ユーザーから信頼されるシステムになるためには、必要な情報の未到達や情報到達の遅延が生じ
てはならない。そこで、高品質・低遅延の通信を車車間通信で実現するために、例えばアクセス
方式を変更する検討などの様々な研究が行われている。本研究では、アクセス方式を変えずに情
報送信を行う車両数を制限することで車車間通信の通信品質を改善できる手法、すなわち、それ
ぞれの車両は自車の位置関係を認識し、必要な時以外の無駄な電波を出さないことによって電波
渋滞による通信効率低下を防ぐ方式を提案する。 
提案手法では、送信制限を行う車両を決定する際に前方車両との車間距離を利用する。それは、
同一車線上を複数台の車両が走行する際に、先に危険箇所へ侵入するのは前方を走る車両となる
からである。この提案手法の有効性を確かめるために、実在する環境に近い道路モデルを作成し、
シミュレーションを行った。 
シミュレーション結果より、提案手法を用いる事で情報到達率の減少を抑える事が可能となる
事が分かった。また、情報が対象車両に到達するまでにかかる時間は、情報到達率に依存してい
る。そのため、情報を送信する間隔を従来よりも短くする事により、情報が到達するまでにかか
る時間の短縮も可能となる。 
 
